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朝日新聞 ① 米大リーグのマグワイアが今季 61 号の本塁打（天声人語） 98 年 9 月 9 日
読売新聞 ② マグワイア選手の挑戦に拍手（社説） 98 年 9 月 10 日
毎日新聞 ③ マグワイア狂騒曲　興奮，最高潮に 98 年 9 月 5 日
毎日新聞 ④ マックとサミー　米大リーグファンは幸せだ（論説） 98 年 9 月 30 日
産経新聞 ⑤ マグワイア 52 号　3 年で 162 本，大リーグ新 98 年 8 月 24 日
産経新聞 ⑥ 「脱薬物」の追い風　なぜかコミッショナーは静観 99 年 8 月 18 日
共同通信 ⑦ 平均飛距離は 130 メートル 98 年 9 月 8 日
共同通信 ⑧ 米大リーグに新たな超人伝説 98 年 9 月 8 日
日刊スポーツ ⑨ マグワイア 52 号　3 年合計 162 発も単独 1 位 98 年 8 月 24 日
日刊スポーツ ⑩ 70　The Legend of Mark McGwire 98 年 9 月 29 日
スポーツニッポン ⑪ マグワイア 52 号　残り 33 試合マリスへあと９ 98 年 8 月 24 日
週刊大衆 ⑫ 大記録 62 号ボールに 300 万ドル 98 年 9 月 14 日号
FOCUS ⑬ どん底からはい上がって偉業達成！ 98 年 9 月 23 日号
週刊ベースボール ⑭ マグワイアとソーサによる至高のホームランダービー， 決着へ 98 年 10 月 12 日号




日刊スポーツ ⑯ マグワイアの秘密（トリビア） 98 年 9 月 1 日
日刊スポーツ ⑰ （図 1） マグワイアのすべて（写真への書き込み） 98 年 9 月 4 日
日刊スポーツ ⑱ マーク・マグワイア（略歴） 98 年 9 月 9 日
サンケイスポーツ ⑲ （図 2） マーク・マグワイア（イラスト式略歴） 98 年 9 月 9 日
週刊文春 ⑳ 超人マグワイアに「肉体の秘密」あり！ 98 年 9 月 17 日号
週刊実話 ㉑ 柴田勲のダンディーベースボール 98 年 10 月 22 日号




共同通信 ㉓ 頭を働かせリポートする（インタビュー） 98 年 9 月 17 日
共同通信 ㉔ イチローは今の体形で十分 99 年 3 月 1 日
スポーツ報知 ㉕ 「クスリ漬け疑惑」擁護 98 年 10 月 16 日
週刊現代 ㉖ マグワイアが 62 本目の本塁打を打つ日 98 年 9 月 12 日号
NEWSWEEK 日本版 ㉗ 連載コーナー「SOCIETY」 98 年 9 月 16 日号


























































































































んだ（22）。スポーツが 1 位となるのは，同企画 10
年目で初めてだった。記録が達成された 9 月，朝
日新聞と毎日新聞は，夕刊を含め 7 日から 3 日間
続けてマグワイアを 1 面に掲載している。読売新
聞は 8 日付と 9 日付の夕刊の 1 面で，本塁打記録
のニュースとともにサイド記事を同じ 1 面に掲載
するトップ級の扱いをしている。
　9 月 10 日付のスポーツニッポン（23）は放送各局
がマグワイアの記録達成に対応した様子を伝えて
いる。新記録が出た日本時間 9 日のカブス戦を衛
星第 1 放送で生中継したＮＨＫは，NHK 総合の
「ニュース 7」のトップで記録達成を報道し，約
10 分間を関連ニュースに割いた。衛星第 1 は 11
日夜に 3 時間を超える関連番組を流し，フジテレ
ビは 9 日午後 5 時から 1 時間の緊急特番を放送。
ラジオではニッポン放送が，9 日午前 8 時半から
のレギュラー番組で，マグワイアの打席のたびに




























































































































































　Assael と Keating をはじめとする多くの報道
関係者が薬物容認の原因として 1994 年のストラ
イキによる損失の影響（25）を挙げた。大リーグ選






ど多大な損失を被った大リーグ機構は 1997 年 3
































　1993 年に大リーグ関連の 1 面は 2 度ある。9 月
6 日付でヤンキースの隻腕投手アボットのノー
ヒットノーラン，10 月 11 日付ではアリゾナ教育
リーグで好投したマリナーズ傘下マイナー選手の
マック鈴木について報じている。1 面掲載回数が
年間 2 度（厳密に言えば 1 度はマイナーリーグの
話題）というのは，大規模な大リーグ報道がない
と言っていい。
　翌 1994 年は 1 面が 10 度ある。マックス鈴木が
大リーグのキャンプに参加したためである。オー
プン戦期間を中心に 3 月 19 日付までで 8 度。他
は 9 月にエンゼルスとマイナー契約した日本選手
の記事があり，12 月 22 日付で野茂の大リーグ挑
戦表明を報じている。鈴木は結局大リーグに昇格
できず，4 月以降に 1 面を飾ることはなかった。





月に 3 度 1 面を飾り，オールスター戦に先発登板
した 7 月には 12 度，8 月には 6 度などシーズン
後半には 1 面掲載回数が登板数を超えた。結局大








27 度 1 面を飾るなど圧倒的な 1 面掲載率だった。
またシーズン後半はプロ野球で 38 年ぶりの日本
一となった横浜ベイスターズが連日 1 面となっ













































ンバー発表は 10 月 1 日だった。例えばマグワイ
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